
１
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る

鹿
屋
市
、
そ
し
て
大
隅
地
域
に

お
い
て
は
、
日
本
の
食
料
供
給

基
地
と
し
て
の
機
能
・
地
位
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
「
鹿

屋
・
大
隅
の
時
代
」
と
し
て
、

ま
さ
に
、
次
の
時
代
の
飛
躍
的

な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確

信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ　
の
よ
う
な
時
代
潮
流
と

　
鹿
屋
市
の
可
能
性
・
役

割
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、
基

百　
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

　
世
界
同
時
不
況
は
、
国

内
経
済
を
危
機
的
・
壊
滅
的
な

状
況
に
追
い
込
ん
で
お
り
、
産

業
構
造
が
脆
弱
な
鹿
屋
市
に
お

い
て
は
、
今
後
、
予
想
を
超
え

る
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
着
々
と
整

備
が
進
ん
で
い
る
東
九
州
自
動

車
道
や
、
一
層
の
機
能
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
志
布
志
港
、
平

成
23
年
春
に
全
線
開
業
す
る
九

州
新
幹
線
、
ま
た
、
県
都
鹿
児

島
市
と
大
隅
半
島
を
直
接
結
ぶ

「
桜
島
架
橋
」
の
整
備
構
想
な

ど
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
は
、
厳
し

い
時
代
に
あ
っ
て
、
鹿
屋
市
・

大
隅
地
域
の
経
済
・
産
業
の
発

展
の
土
台
・
基
礎
と
な
る
大
き

な
転
換
期
で
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
の
最
大
の
資

源
は
、
国
内
有
数
の
産
出
額
を

誇
る
農
林
水
産
業
で
あ
り
、
第

幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産
業
を

基
軸
に
、
食
品
加
工
・
製
造
業

を
中
心
と
す
る
地
場
産
業
の
振

興
や
企
業
立
地
の
促
進
、
第
２

次
・
第
３
次
産
業
の
振
興
に
よ

る
産
業
構
造
の
強
化
、
さ
ら
に

は
、
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業

等
の
効
果
を
鹿
屋
市
・
大
隅
地

域
に
導
入
す
る
た
め
の
産
業
や

観
光
振
興
等
に
よ
る
交
流
の
促

進
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
激
化
す

る
地
域
間
競
争
を
生
き
抜
い
て

い
け
る
、
自
立
都
市
の
形
成
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
や
企
業
、
関
係

機
関
な
ど
、
鹿
屋
市
が
一
丸
と

な
っ
て
「
共
生
・
協
働
」
の
ま

ち
づ
く
り
と
、
そ
れ
を
担
う
人

材
育
成
を
強
化
し
て
い
く
と
と

も
に
、
大
隅
地
域
の
各
市
町
が
、

的
確
な
役
割
分
担
の
も
と
で
地

域
全
体
の
浮
揚
・
発
展
を
見
据

え
た
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
大
隅
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

都
市
と
し
て
の
役
割
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
「
新
た
な

時
代
の
鹿
屋
市
が
進
む
べ
き
方

向
性
」
の
基
礎
・
土
台
づ
く
り

の
年
度
と
し
て
、
生
産
基
盤
で

あ
る
優
良
農
地
や
農
業
用
水
の

確
保
、
で
ん
粉
工
場
の
再
編
整

備
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
力
強
い

担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、

加
工
・
製
造
業
の
立
地
を
見
据

え
た
農
業
生
産
体
制
の
強
化
や
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、

安
全
・
安
心
な
フ
ィ
レ
加
工
施

設
や
直
売
所
等
の
充
実
・
強
化

に
よ
る
養
殖
漁
業
の
付
加
価
値

向
上
、
そ
し
て
、
間
近
に
迫
っ

て
い
る
「
東
九
州
自
動
車
道
」

の
開
通
を
視
野
に
置
い
た
新
た

な
工
業
団
地
の
整
備
に
向
け
た

取
組
な
ど
、
強
い
産
業
構
造
の

構
築
と
雇
用
の
創
出
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
春
の
九
州

新
幹
線
の
全
線
開
業
効
果
を
確

実
に
地
域
に
導
入
す
る
た
め
の

鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
鹿
屋
間
の

直
行
バ
ス
の
運
行
や
、
域
内
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
、

こ
れ
ら
と
連
動
し
た
観
光
振
興

な
ど
、
交
流
人
口
の
増
加
促
進

に
よ
る
地
域
活
性
化
を
進
め
ま

す
。

　

さ
ら
に
は
、小
児
救
急
医
療
・

救
急
医
療
体
制
の
充
実
及
び
へ

き
地
医
療
の
確
保
に
向
け
た
取

組
等
を
、
大
隅
地
域
全
体
の
課

題
と
し
て
捉
え
、
大
隅
の
リ
ー

ダ
ー
都
市
と
し
て
、
ま
た
「
定

住
自
立
圏
」
の
中
心
市
と
し
て
、

「
定
住
自
立
圏
推
進
室
」
を
設

置
し
、
重
点
的
か
つ
強
力
に
牽

引
・
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
町
内
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
様
々
な
活
動
支
援
の
も

と
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材

の
育
成
な
ど
、
市
民
や
企
業
、

行
政
な
ど
が
、
と
も
に
協
力
し

支
え
合
う
、
「
共
生
・
協
働
」

に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
推
進
し
ま
す
。

こ　
の
よ
う
な
市
政
運
営
の

　
方
向
性
を
念
頭
に
、
平

成
21
年
度
は
、
次
の
７
つ
を
政

策
の
柱
と
し
て
、
施
策
・
事
業

を
展
開
し
ま
す
。

　

第
１
の
柱
は
、
「
地
域
で
支

え
あ
う
健
や
か
で
心
の
か
よ
う

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、

○
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
高
齢

者
・
障
害
者
福
祉
の
さ
ら
な

る
充
実

○
不
妊
治
療
費
や
妊
婦
健
康
診

査
費
の
助
成
の
拡
充

○
第
３
子
以
降
の
保
育
料
等
の

軽
減
や
延
長
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

な
ど
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、

○
救
急
医
療
体
制
の
充
実

に
向
け
た
取
組
を
、
大
隅
地
域

の
各
市
町
や
医
療
機
関
等
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

第
２
の
柱
は
、
「
創
造
性
と

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。

　

地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
、
安
全
・
安
心
で
、
充

実
し
た
教
育
環
境
の
中
で
育
む

た
め
、

○
学
校
施
設
の
耐
震
化

○
輝
北
地
域
等
に
お
け
る
学
校

再
編

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、

○
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育

○
中
・
高
校
生
の
海
外
派
遣

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　

第
３
の
柱
は
、
「
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。

　

自
然
災
害
等
か
ら
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

○
治
山
・
治
水
対
策
の
計
画
的

な
推
進

○
全
市
域
を
カ
バ
ー
す
る
総
合

的
な
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
検
討

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防

災
体
制
の
強
化
の
た
め
、

○
老
朽
化
し
た
消
防
自
動
車
の

更
新

な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、

○
串
良
総
合
支
所
機
能
の
串
良

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　新たな時代に挑戦する

　　　「健康・交流都市かのや」を目指して

平成21年度

施　政　方　針

　

２
月
19
日
開
会
の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
本
会
議
で
、
山
下
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と

な
る
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
鹿
屋
市
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

平成 21年度施政方針

～
新
た
な
時
代
の

　
　

市
政
運
営
の
方
向
性
～

～
平
成
21
年
度
の

　
　

施
策
・
事
業
の
展
開
～

県内一の産出額を誇る鹿屋市の鹿児島黒牛と豚

健康づくりのための「美里あいら 
心わくわくウォーキング大会」

市民の皆さんが参加して行われた
「救急医療市民フォーラム」

～
時
代
潮
流
と

　
　

地
域
の
現
状
認
識
～
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